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行 馬遺跡 の発掘 に つい て

河 川 が、文化 の発 祥の源 泉であ る ことは、 洋 の東西 を問わ ない ところ

であ る。

我 が 泉川 も、本 流 阿武隈 の支 流 として、 古代 よ り住 民の居住地 であ り、

大 和 を中心 と した文化 の北進 と共 にひ らけた こ とは あき らか である 。そ

の例 として、農林 省 の補 助に よる農 耕地 の整備事業 であ る泉 川、河川 改

修 に伴 う遺跡 の発 掘 調査 は、 昭和46年3月20日 か ら22日 の3日 間、

現 須 賀川市立博 物館 主任 永山倉造 先生 の指導 の下に進 め られ、 この地 帯

は、 古 く奈 良時 代 の集落 であった ことが 判明 した。 出土 品 の中に、 高杯

（祭 祀用 ）や生 活用 品 のつぼ類 が相 当数 に のぼっ てい る。

こ の こ とは、大 和 文化 の北進 につ れ 白河軍 団 とのか かわ りが考 え られ

る。古 きをたずね て新 らしきを知 る こ とは よ りよ く郷 土を理解 す る こと

で、 無 言 の うちに愛 町精 神の涵 養 に もなるわけ で、 この意義 あ る文 献を

心 か ら喜ぶ もので ある。

教育長 小 林 重 孝
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やら い

行 馬 遺 跡

所 在 地 福 島県西白河郡矢吹町大字中畑字根宿43番 地

時 代 ・ 種 類 奈 良時代 集落跡

調 査 主 体 矢 吹町教育委員会 ・福島県

担 当 者 須 賀川市守谷館55永 山倉造

調 査 員 岩 田敏之 ・有我幸一 ・星圭之助

協 力 機 関 阿 武隈考古学研究会 ・矢吹地 区土地改 良区 ・根宿区

調 査 期 間 昭 和46年3月20日 ～22日3日 間

第1章 付 近 の 遺 跡
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第2章 調 査 経 過

県営矢吹地区圃場整備事 業の 実施に当って、 この行場遺跡が事業地域に入ることが 明 らかになっ

てきたので今回 の調査 とな った。 この遺跡はさきに畑の耕作中に住居跡 の竈 と思われる遺 構が発見

され、長甕が2点 出土 した ことがあ る。このため調 査が実施され ること とな った。

昭和46年3月20日 矢吹町教育委員会 を調査主体 として地元根宿の人 々の協力によって調査が開始さ

れることとな った。

遺跡のほぼ中央に巾2m× 長 さ20mの トレンチA・Bを 設定 し荒 掘 りを行 う。この地域は矢吹ヶ

原の中心部で、春のからっ風が強 く作業は難行す る。Aト レンチに土器が発見され始め る。

21日 は朝か ら晴天で快適に作 業 を進 めることが出来 る。今 日は彼岸の中日であるが、部落の人 々

は進んで参加す る。

前日に続いて調査 を進めた。 叩 き床の面を検出、Bト レンチに焼土 を検出、 これの精査を進めた

ところ竈 と判 明。 午後住居跡の全 面調査を進め る。床面の精査 を進 めるに従って柱 穴の掘方が2ヶ

所 検出された。竈 は北壁に発 見 され、左側に方形 の ピツトがあ り、杯が3点 出土する。 これに続い

て棚状の土坦が北壁添いにあ り、 ここか ら壷 ・甕 ・円筒土器な どが発 見された。

裏口通路 と考 えられる遺構が竈 の東にあ り、この部分はゆるや かに住居 内に落ち込んでいる。

西壁に近い柱の掘方付近に杯 が5点 発見され、 壁に立てかけた状態 で甑が出土 した。

東壁に添 って排水溝が検出された。

22日 は前 日に発見 された遺構 の精査及び実測 を行 う。

柱穴は3基 検 出され たが、い ずれ も掘方をもち、柱は21cmの 角柱 で あった。 これは大 玉村の間尺

遺跡に例があるもので、出土 した土器 も同一 期の栗囲式の ものである。

住居跡の西方 に土器の散布の多い地点があったので、新たに トレンチC2m×10mを 設 定し、荒

掘 りを進 める。 ほぼ中央部に堀形の遺構が発見されたため、 この精査 を進める。遺構 は南北6．5m

東西5．5mの だ円形であるこ とが確認 された。遺 物は 主として周濠の 中から高杯 ・杯な どが出土 し

てい る。この集 落の祭祀に関係のあ る遺跡 と考 え られる。

午後今回調査 を行 った全遺 跡 の埋戻 しを行い、 今回の調査の全 日程 を終了す る。

第3章 遺 構

第1節 住 居 跡

本調査に よって発見された住 居跡は1基 のみで あったが、外に焼 け土の状況などか ら考 えて2基

以 上の住居跡があ ったと考え られ る。

1号 住 居 跡

平 面プランは隅丸方形を呈 し、 中軸線は南北 を指 している。

東西6．5m、 南北6．5mの 正方形 である。壁 は東で25cmと 急 に下 が って床面にな ってい る。西 は

―2―



50cmほ どの段 を残 して壁は15cmと 浅い。南の壁は15cmで あるが、北 側は竈をほ 中ゞ央 に築いてある

ため平均約1mの 段状の棚 を持 ってい る。 高さは20cmで ある。壁は15cmで ある。

周溝は西側段状遺構に添 って掘 られているが、他には認められない。

柱穴はだ円形の掘形をもち、その中央部に約21cmの 角柱が立て られていた遺 構が検出 された。 （注）

今 回調査された ものは3ヶ 所のみであるが、南西 部の柱 も存在 したもの と考 えられ る。

か まどは住居跡の北壁に接 して構築 されてい る。

焚 口は南にあ り巾15cmで ある。 約40cm入 った ところに50cm径 の火袋 があり、煮沸用 の埋めが めが

2基 定置されてい る。 火の通 った面は高熱のためガ ラス状にやけて いる。煙道の残存は巾12cm長 さ

40cmで ある。焚 口には左右に一 本づつ長瓶が逆に立 てて、これを粘土 で固めて焚 口が構築 されてい

た。

遺 物は北側の竈の周辺に多 く円筒形土 器は壷 （1号 ）の 口に立 て られた状態で発見 された。 この

ほか小形の壺 ・甕 ・杯などが集中 して発見されてい る。また北西隅 の柱 の周辺か ら壺 ・杯 ・甑等が

発見 されたのも特筆すべ きこ とであろう。

2号 住 居

行 馬遺跡発見 の動機とな った遺構で ある。これを2号 住居跡とす る。

第2節 だ 円 形 遺 構

行馬遺跡の西にあ り、泉川 の氾濫源 を見下ろす崖上 にあ り、この集落の祭祀的な役割 を果たした

遺 構 と推定 され るものであろ う。

遺構は南北6．5m、 東西5．5mの だ円形 を呈 し、平 均巾65cm深 さ40cmの 濠を廻ら している。中央

部に1m×0．5mの 浅い ピツトが検出 された。遺 物 は主 として濠の中か ら発見 され、土 器は杯 ・高

杯 な どを主 としたものである。

第4章 遺 物

第1節 土 器

今回の調査に よって発見 された土器は主 として1号 住居及びだ円形遣構よ り発見 されたものであ

る。

土師器のみで編年は栗囲式に比 定 されるもの と考 えられる。

１

壺 －1

球形をなす体部に外反する 口辺 を とりつけ、底部は箆削 りで整形 している。口径14cm・ 高 さ17．5

cm、 胴部 で継いで ある。 口辺は布 引きに より仕上 げ を行 っている。色 調は淡紅色 を呈 し、胴下部は

手持 ちによ り箆削 りを行い再整形 を加 えている。 底部に近い胴下部 に火が 当ったと思われ る炭化が

み られる。
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壼 －2

この壺も球形 をなす 体部に、やや 口辺が立 ってお り、 口縁 部まで同 じで ある。 口縁部の径10．7cm

高 さ16cmで 色調は黄褐色 を呈 してい る。 口辺か ら口縁にかけては布引が行われてい る。胴部は全面

にな なめの刷毛 目をほ どこしている。

２

甕 －1

広 口のもので、 口縁、径11．8cm・高 さ10cm・ 底部5．5cmで ある。色調は外部黒褐色、内部は褐色

を呈 している。 口辺部及 口縁部は布引に より仕上げ てあ り、 口辺部か ら口縁 部はかる く外返 してい

る。 頸部から肩部への移行点に一段 の稜 をつ くりだ し、胴部は箆削 りに より整形 し、布 引に より仕

上げ を行 って、内部 も箆 削りにより整形 してい る。

甕 －2

やや深い 器体に内傾 した短い 口縁 部があ り、 これは布 引に よって仕上げ られてい る。胴部は刷毛

目に より調整 され、色調 は外部は黒褐色で、内部は褐色 を呈 してい る。底部は箆 削りに より丸底に

整 形 されてい る。 口径12cm・ 高さ15cm・ 底部径7．5cm

甕 －3

高 さ29．5cm・口縁17cm・ 底部7cm

口辺か ら口縁にゆ るく外返 し、布 引によ り仕上げ られ、肩部に稜が ある。胴部は輪積みのあ とが

残 ってお り、ななめにほ どこされた刷 毛 目がみ られる。 色調は褐色であ り、 この甕は カマ ドの燃焼

室 にあ ったもので、胴下部2／3にわた り強い火力を受けたため黒色に変色 してお り、最 も強火が 当っ

た 部分は落剥がみ られ る。

甕 －4

高 さ29．5cm・口縁17cm・ 底部6．5cm

口縁は口辺からゆるく外返し、 布引に よる仕上げが ある。頸部か ら肩部へ 移行点に一段 の稜 をつ

くりだ してい る。胴部 の色調は褐色であ るが、 この甕 も竈の燃焼室にあ ったもので、胴下 部に強い

火 力を受け黒色 に変色 してお り、これ も最も強く火を受 けた部分は落剥 してい る。

甕 －5

高 さ31cm・ 口縁16cm・ 底部6cmで 、 口辺か ら口縁にかけてかるく外返 し、肩部の稜 は認め られな

い。 色調は褐色で胴部 は刷毛 目によっている。この甕 も胴下部に強い火 を受けたもので、 黒色の変

色 があ り、最も強 く火 を受けた部分は赤褐色 を呈 してい る。 底部に木葉痕 がある。
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甕 －6

高 さ10．5cm・口縁17cm・ 底部7cm、 口辺か ら口縁にかけてゆる く外返 し、布引に より仕上げ が行

われてい る。 口辺か ら肩部 の移行点に稜線が認め られる。胴部は全 面に箆に よる調整が認め られる。

全体の色調は赤褐色を呈 し、一部に炭化物の付着が認め られる。

甕 －7

高 さ28cm・ 口縁15．5cm・ 底部9cm、 口辺か ら口縁にかけてゆるや かに外返 し、 布 引により仕 上げ

が行 われてい る。 この長甕 は竈の焚 口の芯材 と して使用 されてい たものであ る。

３

甑

1号 住居 内より発見 されたもので精製土器で ある。高 さ22cm・ 口縁25cm・ 底径7．5cm、 口辺よ り

口縁 にかけて外返し布引を行な っている。頸部 よ り肩へ移行す る ところに稜線が 認められる。 胴部

は内 ・外ともたんねんに箆磨 きがほどこされてい る。底部は内側に7cmの 穴が あ り、1．2cmの とこ

ろに径0．5cmの 小穴が3ヶ 所にあけられてい る。

色調は白褐色を呈 し、黒色の焼むらが認め られ る。

４ 杯

杯 －1

口辺部18cm・ 高さ4．5cm

杯 －2

口辺部18cm・ 高さ4．6cm

両者はいずれも口辺部 と底部の境に明 らかな稜 を呈 し、大き く外返 した 口辺 と丸底の底部 をも っ

ている。 まき上げ技法で成形 し、 口辺部外面を布に よって横なで を行い、底部外 面を箆削 り整形 し、

内面は丁寧に箆磨きした もので ある。内面黒色処理 を行い、外面の色調は褐色 で 口辺及び底部に黒

斑 が認め られる。

杯 －3

口辺部20．5cm・高さ6cm

口辺部 がゆるやかに外返 し、 口辺部 と底部の境に稜線 を有 し、底部は丸底である。成形 ・整形及

び調整の技法は前例と変 わ らない。内面は箆 磨きのうえ、黒色処理 を行い、外面は褐色 を呈してい

るが、 口辺及び底部に黒斑が認 められ る。

杯 －4

口辺部14cm・ 高さ4cm

口辺部が外返せず、 口辺 か ら底部の移行点に稜 を有するもので、底部は丸底である。内面は丁寧

に箆磨 きが行われ、黒 色処理 されてい る。 外面の色調は褐 色を呈 している。
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杯 －5

口辺部17cm・ 高さ5．5cm

口辺部 と底部 の境に稜線が認め られる。 口辺部 は外返せず、布に よる横なでが行われてい る。底

部外面は箆 削 り整形 し丸底 とした。内面は丁寧に箆磨 きしてお り、底部も一定方向に箆磨 きを行い、

黒色処理が されてい る。色調は褐色を呈 し、 口辺及 び底部の一部に黒斑が認め られる。

杯 －6

粗製土器で 変形がはなはだ しい。 口辺の最 長部13cm・ 最短部11cm・ 高さ5．5cm。

口辺部は布 により横なでを行い、稜はない。底部は箆削りが行われてい る。内面は口辺に布引が

認め られるが、底部は箆削 りに より整形 されてい る。色調は全体に暗褐色である。

５

〓

口辺径19cm・ 高 さ8．4cm

口辺 部は内外 ともに布 に よ り丁寧に調整が行 われてい る。外部 口辺 より底部へ移行す る点に稜線

が認められる。底部は手持に よ り箆調整が行われてい る。

内面黒色処理が行 われてお り、外面の色調 は褐 色を呈 してい るが、 口辺から底部 の一部に黒斑が

認め られる。

６

円 筒 形 土 器

高さ15．5cm・径17cmで 巻き上 げ手法に よる。 色調は黒褐色 を呈している。焼成はあま り良 くない。

胴部は全面に刷毛 目による調整が行わ れてい る。

第5章 考 察

第1節 遺 構

行馬遺跡 は奈良時代の集落跡で ある。今回の調 査は主 として1号 住居及びだ円形遺 構を主 として

行 った。

1号 住居は 方形のプラ ンを持 つ竪穴住居で、 竈は北壁中央に設置 されてお り、西側が段状 を呈 し、

ここに土 器が多 く検出された。

柱 穴はだ 円形の掘 り方があ り、21cm（7寸 ）角の角柱 であ ったよ うである。 これはこの時期と し

ては特殊 な例 と考 えられ るが、昭和49年 に小滝利 意氏によ って調査 された安達郡大玉村間尺遺跡に

も径30cmの 掘 り方に21cmの 角柱が検出されてい る。 竈は北壁 に接 し、煙道は壁の外に 出ており、排

煙する施設があ ったようであ る。焚 口は長甕 を逆に立て芯材と してこれに粘土を叩いて構築 されて

いる。燃 焼室は径50cmの 火袋があ り、煮沸用の長甕 が2基 あるが、胴部がふ くらんでいるものを用

いてい る。 この長甕は基部粘土 によって叩き固定されている。 この基部は高熱のためガ ラス状に焼
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け固 まって検出されている。栗囲期の竈の一 例 と考 えられるものである。

だ 円 形 遺 構

行 馬集落遺跡の西崖 に接 して、だ円形の遺 構が発見 され、 この遺構は南北6．5m、 東西5．5mの

だ円形に地山 を掘 り、 巾65cmの 周濠 を廻 らしたもので、濠 内か ら高杯 ・杯な ど祭祀に関係のある と

考 えられる遺物が出土 している。

こ の場所は泉川の氾濫原 を見下ろし、遠 く那須火山、奥羽山脈の山々、磐梯 ・安達太良を望み、

関和久遺跡 のある烏峠を望むことが出来 る。

中畑地 区の栗囲期の遺跡は行馬遺跡のほか、森郭、下荒具A、 下荒具B遺 跡、 それにかに沢遺跡

な どが あ り、直刀 ・鉄鏃 ・下げ砥 をはじめ多数 の墨書土器な どが発掘されてい る。

遺 物

杯 はいずれも内面が黒色処理が行われ、 口辺か ら底部へ の移行点 に稜 を有 してい る。甕は口縁 が

外 返す る ものは高さ30cm前 後の長甕で、いずれ も口辺か ら肩部への移行点 に稜 を有す るものである。

この うち胴部中央に最大径 を持つ甕 （3号 ・6号 ）は煮沸 用 として固定されてい たものである。 こ

れとセ ツ トになる甑は径の大 きな単孔のものが使用されてい た。

行馬遺跡は栗囲期の土 器のみが発見 されてい るが、森郭 、下 荒具A・B遺 跡 は9世 紀頃 までの土

器が発見 されている ところか ら、長期にわた り生活が営 まれたことが考 えられる。

総 括

行馬遺跡 のある中畑地区は 「和名抄」に記載の 白川郡17郷 の うち松戸郷 と想定 される地域 である。

白川郡 の中心地 と考 えられ る関和久へは5～6Kmの 地点にあ り、 白川軍団な どとも密接な関係 を持

つ遺跡 であったよ うで ある。

永 山 倉 造
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中畑行馬遺跡位置図

中畑行馬遺跡遺構配置図
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遺 構

1号 住 居 跡 実 測 図
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だ 円形 遺 構 実 測 図
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遺 物

壷 －1 甕 －2

壺 －2

甕 －3

甕 －1
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甕 －4

甕 －5

甕 －6

甕 －7
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杯 －1

杯 －2

杯 －3

杯 －4

杯 －5

杯 －6

椀

甑

円 筒 形 土 器
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写 真 中畑根宿の行馬遺跡全景 観音山城を望む

1号 住 居 跡

角

柱

柱

穴
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かまどの中 に据 えられた煮沸 用長甕

行馬遺跡だ円形遺 構 周濠の中か ら高杯が出土 してい る
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